
〒124-8511東京都葛飾区立石 7-9-10

タカラトミーでは「子どもたちに安全で楽しいおもちゃと夢を」を第一に者えております。そのため、常に

製品に対し研究、改良を行っており、お買い上げ時期によって同一製品の中にも多少異なるものや、パッ ・
ケージの写口やイラストなどと異なる揚合がございますがご了承ください。製品につきましては、万全の

注意をはらって製造に当たっておりますが、万ーお気付きの点がございましたら下記までご連絡ください。

5カラトミ ーワIIJーフお客様相談室おかけ11ll遵えのないようこ注意ください
裂品の修理などについては下記お客様相談室までお問い合わせください

~ . 0570-041031悶靡噂翻謳悶日を除く） IIタカラトミーサポーい国罰＇
本製品のお客様サポートは日本国内でのご購入かつ日本国内からのお問い合わせに限ります。
(Customer service is only available in case this product purchased in Japan and inquired from Japan domestic.) 

●たのしいタカラトミーの情報はインターネットでwww.takaratomy.co.jp c TOMY 

A注意

●この商品は対象年齢 15オ以上です。小さなお子様には絶対に与えないでください。●小
さな部品がありますので、誤って飲み込むなど思わぬ事故の危険がありますので小さなお
子様には絶対に与えないでください。●尖っている部品があります。取り扱いには十分注意
してください●付属の武器で人をつつく、たた＜等の乱暴な遊びをしないでください。・
ロボットの関節などに指をはさまないようこ注意ください。●ぶつけたり、振り回すなどの
乱暴な遊びをしないでください。●可動部のスキマには指などを入れないでください。はさ
まれてケガをする恐れがあります。●この製品には小型の磁石が含まれます。磁石を飲み込
んだ場合は、腸壁を超えてくつつき、深刻な感染症を起こす恐れがあります。万一、磁石を飲
み込んだ場合にはすぐに医師の診察を受けてください。●プラスチック袋を頭から被った
り、顔を覆ったりしないでください窒息する恐れがあります。●不測の事故の恐れがあり
ますので、こ使用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保管してください。

〈使用上の注意〉0こ使用の前に限又扱説明書（本書）」をよくお読みください。また読み終わった
後は必す保管しておいてください。〇各バーツは無理に曲げたり、引っ張ったりしないでくださ
い。0ダイアクロン隊員の足裏にマグネットを使用してあります。テレビ、ゲーム機、時計、バソ
コン、磁気ディスク、携帯電話やデジタルカメラなどの磁気記録方式の製品には近づけないでく
ださい。磁気で機能異常が起こる場合があります。〇本体を上から押し付けないでください。本
体が倒れたり、部品が外れたりする場合があります。〇本体をディスプレイする時は、本体が倒
れる恐れがありますので不安定な場所にディスプレイしたり、安定性の悪いボージングでディ
スプレイしないでください。〇本体を持ち運ぶ際は取付けた部品等を持たす、本体をしつかりと
持って運んでください。〇製品の仕様上、変形の動作を行うと彩色部が剥がれたり、色移りする
場合があります。また変形時や部品のつけ外しの際に部品が白くなる事があります。予めこ了承
ください。〇本製品を樹脂製の家具等の上に長時間置くと色が移ったり、貼り付いたりする場合
があります。〇包装材は開封後はすぐに捨ててください。
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この度は、タカラトミー「ダイアクロンDA-65パトルコンボイ V-MAX」をお買い上げいただきまして、誠にありがとうこざ
います。こ使用の前に、この取扱説明書（本書）をよくお読みください。また、読み終わった後は必す保管しておいてください。
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図の位歴にシールを貼ることができます。
下図の番号を参考にシールを貼ってください。

バトルコンポイ V-MAX

前から見た図

｀ 

シール

(j)謹祖圃

＂塁『

固 テッキX4

固ダ石クロンB!il舅XZ

•シー／し XZ
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口

磁石

足に磁石が組み込まれて
います。磁石を利用して
鉄板などの上に立たせる
ことができます。

E 
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i
0
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コンテナ本体
左から見た図（反対側も同様に貼ります。） 且］

字

①コックピットハッチを開きます。
②セーフティーバーを上げます。
③ノーズを引き出します。

ダイアクロン隊員を
乗せます。

セーフティーバーを
下ろします。

>>) 

ポレッ トコアA

｀ ポレットコアAの凸部がバトルコンポイ本体Aの凹部にはまるように接続します。

バトルコンポイ本体A
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a 

腕部を90度起こします。

口 下から見た回

①図のジョイン トバーツを折りたたみます。

②ランディングギアを引き出します。

『-----．----------------•コ,VERSRISERD1年ースライサー 1号：飛行コニット（疇）と17l変形呂価鼻

"I 飛行戦闘マシン<MAX•01 >の変形 1
飛行戦闘マシン<MAX-01>への

変形日の状態から

変形させます。

ジョイントを外し、

腕部を図のように伸ばします。

E】

①垂直尾翼を起こします。②水平尾翼を180度回転させます。

③先尾翼を起こします。

ロ 前から見た図

ジョイーント

~ 

日

腕部を180度回転させます。

口

腕部を図のように折りたたみます。

口

①垂直尾翼を起こします。

②水平尾翼を180度回転させます。

a 

図のジョイン トバーツを回転させます。

①図のジョイン トバーツを折りたたみます。

②ランディングギアを引き出します。

E 

飛行戦闘マシン<MAX.,01>の凸部にヴァースライザー1号 ：
; 

飛行ユニット （別売）の凹部をジョイン トさせ、取り付けます。

図のバーツを

起こします。一 06,a
“ 

日 口

後ろから見た図

四 下から見た図

ヴァースライザ_ 1号 ；
飛行ユニット（別売） ＼ 

ジ3イント（凹）

＼ 
飛行戟闘マシン<MAX-01> -・ 

ヽ っ之il

ロ

同のジョイント部で腕部を図のように

左右に開きます。

.!ll 
＂ダイアクロン隊 員の乗せ方I

腕部を前方にスライドさせます。 腕部を90度回転させます。

>>> 

①コックピッ トハッチを開きます。

②ダイアクロン隊員を乗せます。 コックピットハッチを閉じます。

3
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a DI攻撃モードヘの変形1 日

二重ヒンジを図のように前方に

可動させ、前輪部を引き出します。

a 
リア部を倒します。

ジョイントを外し

装甲バネルを図のように展開させます。

"1アプソリュートサイクロン砲装備状態への変形1

図のバーツの凹部に銃を取り付けます。

口

銃を前方にスライドさせます。 図のバーツを下ろします。
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ジ

バトルコンポイ本体B

パトルコンポイ本体Bの凸部にポレットコアBの凹部を

ジョイントし、接続します。

s
 

ヽ• a メンテナンスデッキー~
ジョ

走行戟闘マシン<MAX・

>>> 

飛行戦闘マシン<MAX-01>への変形

日の状態と、走行戦闘マシン

<MAX-02>の状態から

変形させます。

飛行穀闘マシン<MAX•Ol>／ 

走行穀闘マシン<MAX-02>

走行戦闘マシン<MAX-02>の凹部と凸部に

飛行戦闘マシン<MAX-01>の凸部と凹部を

ジョイン トさせ、取り付けます。

図のバーツを起こします。
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口 四横から見た図

二重ヒンジを図のように後方に可動させ、前輪部を収納します。

※反対側も同様に変形させます。

日

ョイント

ジョイントを外し、

脚部を下ろします。

ロ下から見た図

足を180度

回転させます。

ジョイントを外し

腕部を伸ばします。

※反対側も同様に

変形させます。

後輪部を起こします。

口

ジョイント

ジョイノト

｀ 繋 匹 ジョイノト

ジョイントを外し、

脚部を開きます。

口

a
 

口前から見た図

ジョイント

後輪部の二重ヒンジを

折りたたみます。

ジョイント

ジョイント

m下から見た図

曰

腰の三連ブラスター砲を含めた下半身を180度回転させます。 I肩のジョイン ト部で腕部を図のように左右に開きます。

腕部を前方にスライドさせます。

①腕部を図の位置から曲げます。

②腕部のカパーを開きます。

曰 上から見た図ダ

腕部の翼を起こします。

後輪部を倒します。 足を起こします。 拳を180度回転させます。
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曰 四 前から見た図

-.. -
①腕部のカパーを閉じます。

②腕部を図の位置から曲げます。 腕部の翼を倒します。

四

①ポレットコアAを前方に少しスライドさせます。

②図のバネルを起こし頭部を引き出します。

四

図のバネルを180度回転させます。

Iミサイルポッドの展開I I銃の持たせ方 1

Z 
胸部のカパーを開きミサイルポッド 1①指を開きます。

を展開させることができます。 ②銃のグリップを手の凹部に差し込みます。 指を閉じます。

，
 

匹

z 
腕部を下ろします。

①頭部を180度回転させます。

②ポレットコアAをスライドさせ、押し込みます。

③ノーズを押し込みます。

1liii鼎i打Ii.-r 4
＂ 後ろから見た図

ジョイント（凹）

日

コックピットハッチを閉じます。

E】

図のバーツを左右にスライドさせます。

丘 ィ
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n後ろから見た図
ジョイント

①アウトリガーを起こします。

②ジョイントを外し、図のバーツを起こします。

日

ハッチを開きます。

ロ前から見た図

ロ ロ

図のバーツを倒し、ジョイントで固定します。 コンテナ本体を閉じます。

コンテナ本体を図のように左右に開きます。 図のバーツを起こします。

a後ろから見た図

拡大図

ハッチを閉じます。

四前から見た図

ロ

①図のバーツを倒し、ジョイントで固定します。

②アウトリガーを倒します。 鼻

コンテナ本体の凸部3個所に指令機の凹部3箇所を合わせてジョイントし、取り付けます。

コンテナ本体の凹部に武器の凸部をジョイントし、

取り付けます。

m 

武器の砲身を調整します。

11 12 



13 

ウ クローラ一部タイヤの状態

’̀  
⇒ 

＼呻ハッチ
ジ3イント（凹）／ ＼ジ3イント（凸）

①クローラ一部側面の格納ハッチをスライ ドさせ、展開させます。

>>>j 

②コンテナ本体の凸部に戦闘パイク（別売）の凹部をジョイントし、取り付けます。

Iコンテナ本体の分離 1 Iコンテナ本体（別売）との連結 I

ポレットコアBを取り外します。

を取り外すことで、

うに分離させること I別売のコンテナ本体とジョイン トバーツを使い

パトルコンポイ本体Bのポタンを押し、

パトルコンポイ本体Aを分離させます。

図のジョイントバーツを

折りたたみます。

口横から見た図

ジ

ジョイント（凹）

息
パトルコンポイ本体A

コンテナマシンくポッドグランダー＞

①図のバーツを90度倒します。

②コンテナマシンくポッ ドグランダー＞の凸部に

パトルコンポイ本体Aの凹部をジョイントし、取り付けます。

DI 走行戦闘マシン<MAX•O2>の格納 I
後ろから見た図

ジョイント

①スロープを起こします。

②ジョイン トを外し、図のパーツを起こします。

日
く戦闘母艦ライノグランダー＞モード

走行戟闘マシン<MAX-02>

走行戦闘マシン<MAX-02>を

図のようにコンテナに収納します。

ハッチを開きます。

ロ

①ハッチを閉じます。

②スローブを倒します。

鼻

③図のバーツを倒し、ジョイントで固定します。

14 



＂ 
口前から見た図

コンテナマシンくポッドグランダー＞

多重攻撃駐闘!l!M.A.V

①コンテナマシンくポッドグランダー＞の連結アームを起こします。

②多重攻撃戦闘車 M.A.V．の凹部にコンテナマシンくポッドグランダー＞の連結アームの凸部をジョイントし、取り付けます。

①サイドスロープを展開さ

②武器を図のように可動さ

③ジョイントを外し、図のバーツを起こします。

①アウトリガーを起こします。

②スローブを起こします。

③ジョイントを外し、図のバーツを起こ＇します。 ハッチを開きます。

a 

コンテナ本体を図のように左右に開きます。

※壁面バネルを45度で固定することが可能です。

口 ［スチールシ

図の位四に

チールシー

を貼り、スチ

ルシートの

にダイアク

ン隊員を立

せることが

図のバーツを倒し、

ジョイントで固定します。

£JJit疇 7
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自由な基地レイアウトが組める迎宮なオプションユニットが付屈しています。

寸法の合うジョイントを任意の問隔の合うジョイントに固定してください。

の組み立て方 l 
ジョイント（凸）
ジョイント（凹）

パ扇ンソールAの凹部に

スの凸部をジョイン

す。

IコンソールBの組み立切

日い：図腐

J:)'：り；B〉ま，汀

2
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X
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パ
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闘
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に

）

し

較

戦

部

売

卜

＠ レーンユニット（単体タイブ）の組み立て方I

］柱x2 眉I 薗Iノョイノト（凹）

,c.下て一、ジョイント（凸）

會クレーン
レールXl ジ3イント（凹）／ ジョイント（凸）

頑f ①クレーンレール両側の凸部にクレー

クローXl ン柱2本の凹部をスライドして取り

付けます。

②クレーンレールの凸部にクローの凹

部をジョイントし、取り付けます。

「クレーン柱X2

鳳
クレーンレール
ジョイントX1

ぎ ；；ョイシト（凹）ジョイ汎（凸） ジョイ分（凹） ジョィント（凸）

(j)クレーンレールの凸器にクレーンレールジョイントの凹蔀をスライドし
クレーン
レールX2

て取り付け、連結させます。

言
cクレ＿ンレール両側の凸邸にクレ＿ン柱2本の凹部をスライドして取り

付けます。
クローX2 RクレーンレーJ奴）臼揺にクローの凹部をジョイントし、取り付けます。

lメンテナンスデッキの変形と取り付け方 1

lレイドチェンバー（別売）の取り付け方 1 

チェンバーハンガー

の凸部にレイドチェ

ンバー（別売）の凹

部をジョイントし、

取り付けます。 ジョイント（凸）

≫〉

ポレットコアハンガー

X6 

5辱
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凹
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メンテナンスデッキXl
4 

Iサイドスロープの精脱の仕方Iサイドスロープは取り外しが可能で、コンテナ本体の前後どちらにも取り付けることができます。

9'見だ図溢芝窪荘団 前から見た図 泥閉勾冥こ盆森、芯 珍蕊落吝勺ジョイント（凹）

サイドスロープの凸部をコンテナ

本体の凹部にジョイントし取り付

けます。

①アームを起こします。

cアームを図のように可動させ、調竪します。

≫〉

≫〉

ノ9’

①図のバーツを起こします。cアームを図のように起こします。

Rリフトを起こします。 アームを180度回転させます。

≫〉

Rリフトをスライドさせて、高さを調整することができます。

②アームをスライドさせて、位nを調整することができます。 デッキ部を起こします。

メンテナンスデッキの凸部をコンテナ本体の任意の

凹器にジョイントし、取り付けます， メンテナンスデッキの凸部にトライヴァース トライダッシャー（別売）の凹部をジョイントし、取り付けます。

97 
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